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今日お話をしたいこと

〇 エネルギーとは

〇 人類とエネルギーとのかかわり

〇 我国が置かれている現状

〇 エネルギー資源の選択
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エネルギーの分類
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• 一次エネルギー 資源による分類
• 化石燃料 世界は85％～90％依存

• 石炭、原油・石油、天然ガス、シェールオイル/ガス、オイ
ルサンド、メタンハイドレードなど

• 再生可能エネルギー
• 安定型再エネ：水力、地熱、バイオなど

• 変動型再エネ：太陽光、風力など

• 原子力エネルギー
• ウラン核分裂、核融合

• 二次エネルギー 一次エネルギーから生産
• 電気、都市ガス、水素、ガソリン、灯油など



今日お話をしたいこと

〇 エネルギーとは

〇 人類とエネルギーとのかかわり

〇 我国が置かれている現状

〇 エネルギー資源の選択

6



文明とエネルギー利用

人類とエネルギーのかかわり

7原子力・エネルギー図面集より

電気の利用 水主火従 火主＋原子力・水従

火の使用・約50万年前（最初のエネル
ギー革命）
農業・牧畜・都市革命 約1万年前
技術・産業革命 約300年前



明治維新後の一次エネルギー供給量の推移
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20世紀後半以降のエネルギー資源利用の変遷
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第5次エネルギー基本計画 資料 より

1940年代までは水主火従・1950年代に火主（石炭主）水従へ
1960年～90年代は石炭、石油、天然ガス、原子力時代ミックスへ
21世紀は地球温暖化抑制が課題・四半期以降は脱炭素に
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日本は省エネが進んでいるが需要も増えている
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出典； 資源エネ庁 日本のエネルギー２０１7

主要国の一次エネルギー自給率 日本は34位
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ホルムズ海峡＝エネルギー生命線

日本向け：原油9割、液化プロパンガス8割、
液化天然ガス２割
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電源のエネルギー収支
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EPR: Energy Profit Ratio
利用により得られるエネルギーと取
り出すためのエネルギーとの比



経済産業研究所講演資料（2014.6最近のエネルギー情勢とエネルギー基本計画の概要）より
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エネルギー資源の選択
• 持続性のある発展を目指し、最適なエネルギー資源群を
選択し組合せる⇒エネルギー・ミックス

• 資源選択の４要素 Ｓ＋３Ｅ
• Ｓ 安全性 Safety
• ３Ｅ 供給安定性 Energy Security

経済性 Economic Efficiency 
環境適合性 Environment Protection

• より高度なＳ＋３Ｅ（第5次エネルギー基本計画）
• 安全性 ：国民が受容可能な安全レベル・安全目標

• 安全最優先＋技術・ガバナンス改革による安全の革新

• 供給安定性：震災前の自給率
• 資源自給率＋技術自給率向上／選択肢の多様化確保

• 経済性 ：国際競争力ある料金
• 国民負担抑制＋自国産業競争力の強化

• 環境適合性：GHG（Green House Gas）削減目標達成
• 環境適合性＋脱炭素化への挑戦

2030年度達成目標：天然ガス27% 石炭26%
石油3% 再エネ22～24% 原子力20～22%

23第5次エネルギー基本計画 2018/7/3 より



変動型再エネ・太陽光と風力の特性

• 発電量：太陽光は夜間ゼロ、太陽光、風力とも天
候次第
• 需要に応じた発電ができない

• バックアップ電源が必要
• 安定電源 火力 ⇒ CO2低減にならない

• 貯蔵 バッテリー 揚水発電など

• このような構造的要因により高コスト化（FITでカ
バー）

• 変動型再エネの特徴
• 発電時は一斉に同じように発電・重複、余剰が生ずる
「共喰い現象」

• 設備容量が需要容量を超えると発電量が過剰になる

• 間欠発電からの供給を優先すると、バックアップ電源
の経済性が低下

• 2050年に向け経済的に自立化した主力電源化必須 24



参考
東電福島第一原子力発電所

事故の概要
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M９．０

震度６弱

震度６強

震度６弱
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事故の遠因ともたらした社会的影響

•事故の遠因

“安全神話”の忍び込み
安全神話とは事故は起こらないとの思い込み
官民一体で、信頼性の高い原子力発電所を作り上げ、それが

過信へとつながっていった。

•社会的影響

風評被害、低線量被ばく、トリチウム
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本日のテーマに関心を持っていただき
誠に有難う御座いました
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